
 1 / 2 

２０１９年度（令和元年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

駅家東学区まちづくり推進委員会 委員長 豊田 眞人 

  （問合せ先） ０８４－９７２－４８４２（駅家東公民館） 

●地域まちづくり推進事業● 

 

 

（１）ふれあい教養講座（６月～２月） 落語講座，子ども講座，自力整体講座，干支の壁飾り講座等 

（２）子ども育成運動（通年） ソフトボール・フットベースボール活動 

（３）公園整備事業（２月１６日） 服部大池公園整備活動 

（４）高齢者ふれあい事業（８月２０日，１１月２日・５日，１２月１日）カラオケ大会，G・ゴルフ大会 

（５）盆踊り大会（８月３日） 「地域文化ふるさと踊り披露」「みんなで踊るダンシングヒーロー」等 

（６）郷土文化保存活動（通年） ふるさと発見活動 

（７）文化祭（１１月３日） 「集う，学ぶ，つながる」で地域の絆づくり 

（８）運動会（９月２２日中止） 

（９）ばら育成活動（毎月１５日） 服部大池ふれあいばら花壇の整備活動 

（10）コミュニティ育成事業（通年） 春・秋の環境整備活動，ごみ分別活動 

（11）まちづくり推進委員会運営事業（通年） 

（12）地域の環境づくりに取り組む事業 ごみステーション整備（通年），せせらぎ川周辺整備（６月２日），

城ケ谷ほたる・ソーメン流しを楽しむ会（６月８日），小豆田池周辺整備（９月１日） 

（13）地域の健康づくりに取り組む事業（５月２４日） 健康ウォーキング in安芸の宮島 

（14）交通安全・防犯・防災 自主防災組織防災訓練（６月１６日），福山市総合防災訓練（１１月２４日），

町内会ごとに防災マップの見直しと作成（１１月） 

 

 

 

 

・ ふれあい教養講座では，興味・関心のある講座や現代的課題に対応する講座，子どもの健全育成に関する講座

を企画，実行し，日常生活のリフレッシュとセンスアップを行うことができた。 

・ 公園整備事業や地域の環境づくりに取り組む事業を通して，環境改善やごみステーション，地球温暖化防止等

の環境の維持，整備をすることができた。 

・ 高齢者ふれあい事業，ばら育成活動を通して，高齢者のコミュニケーションや健康の増進，人間関係の深まり

を図ることができた。 

・ 盆踊り大会や文化祭等の学区全体の行事を通して，地域住民のコミュニケーションや絆を深めることができた。 

・ 防災マップの改訂や自主防災組織防災訓練等を通して，防災，減災に関する意識や行動力を高めることができた。  

・ 各種会議の精選と行事の効率的，効果的な企画，運営についての見直しを行い，持続可能なまちづくり事業を

めざした。 

 

 

講座や行事，活動への参加者が固定化したり，少なくなったりしている。住民主体のまちづくり活動に向けて，

定年延長等で働くシニア世代が増える中，こうした世代が関心を持てるようなビジネスの視点を取り入れた事業

内容の工夫や，働きながらでも役割が担える推進体制づくりを試行錯誤していきたい。 

事業内容 

 

成 果 

 

課 題 

 

豪雨災害の避難訓練と避難所運営

訓練（HUG）実施 ６月１６日 

 

健康ウォーキング in宮島 

５月２４日 

ふれあい文化祭 

１１月３日 
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・  

 

 

学区の４町内会ごとに防災マップの見直しを行いました。（６月～８月） 

 見直しの視点 

① 避難場所等を災害の種類別（地震・水害）にする。 

② 土砂災害危険場所が増えたことによる修正を行う。 

③ 避難行動要支援者の居場所等地域で助け合うための変更事項を再確認する。 

防災マップの印刷・配布を行いました。（１０月） 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急時の情報伝達や催物案内等に使える「車載ア 

ンプ・スピーカーシステム」を学区自主防災組織と 

共同で購入しました。 

法成寺西町内会防災マップ 

万中町内会防災マップ 

万片町内会防災マップ 

法
成
寺
東
地
区
町
内
会
防
災
マ
ッ
プ 

法成寺西町内会防災マップ 

万中町内会防災マップ 


